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かほく市社会福祉協議会広報誌

2015Nn26 みんなで築く地域福祉のまちづくり

今回の内容 E
2 会費のお礼と緩告

2 かほく市役会福祉働団会平成26年度決鱒報告

3 ゐん怠元気で鱒いていま引〈各国俸の活駒嶺告〉

4 ポラジティ?情報「お!oし相手ボランティア賛成尉座 J

5 ポラyティ?連絡働者器会記念繍演

5 ボランテイアグループ紹介「高総ポランティ?の会」

6 くらし再建受，.センターかほく



平成26年度かほ〈市社会福祉協議会

室面'o.)a5苅古語宮
平成26 'f-1笠もたくさんのみなさまにご協力を蹴り 即〈お礼巾し上げます.

また、町会長 区民さまをはじめ、会l1l}mにあたりご凶カいただきました聞係荷のみなさまに、

心から仰〈お礼申し上げます.今年度も引き鋭き‘払ども祉協の活動 会民会貨の"'''に何とぞ
ご鈴阿いただき.終}JIJのご協力をいただきますよう よろし〈お願い巾し 10げます.

平成26'"虚実綴

.会費総額

2 ，57' 千円

.活用用途〈単位千円j

一般会費(市民会員) 2 ， 236千円

特別会費〈有志の方曲名) 95千円

貨劫会費 (24の企媛図体) 240千円
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股立・運営支鑓助成'

30.000 同
新たな地峰のお奈の間活動立ち上げの際の納期費用.

ただし 1 年以上継続的に活動を見込める活動.

既に 5毎以上の，孟勘の II. があ υ 備品鵬 λ" の資金が必裏.

民ミ=

。助成金額

。助成対像

活動支媛助成

。助成金額 10.000 門

。助成対象 運営の安定化を図る必要がある吻合.

ただし、 1 年以上の活動実績があること

雇璽霊冨霊 I
。年聞を通じて定期的継続的な，舌動であること(偲ね月 1 回以よ〉

。地緩住民の交流が目的であること

|憐しくはか iまく市社会福祉協醜会計 目
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広げようまちづくり

お話し相手(蜘ボランティア養成講座.

つなごうボランティア

今'I'~佐もお話し仮 l手ボランティアitl«揚庄が1m怖され、下胞のカリキュラムを通して、

『お綿しを魅<J ことについて学びました. .

帽置置A. (OJ
①『良い鳴き手になるために~傾聴の萎窓 -J

繍師財団法人メンタルケア協会坂尻他海子氏

武山雅志氏

申「ボランティアの釜本について」

繍師石川県社悩茂尾亙直氏

③「コミ三ニケ ション鴎盛 j

鶴師石川県立看護大学

@rm 知盆高齢者の支鏡について」

繍師法岡考石井 7憲民

⑤施般での，舌動体験

&居第 1困 f良い聴捲手 I=t.よるためにへ柵蜘革本 -J

高値持者の孤独感や不安感を少しでもやわらげるお手伝いをするのが、この fお癒し

栂手ポラノティア』です.まだまだ馴染みが薄いかもしれませんが、お揺し栂手ボラ

ノティアを必要とされる方が身近においでましたら、 度か lまく市左士会福祉協議会ま

でご相談ください.
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[ 高 松 ボ ラ ン テ ィ ア の 会 ]
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日帽2接関札、合わ宅金タ引 くらし再建支銀センターかほく制民市週場口~・地問剛志〈市社舎循祉飽鳳金剛

倉 076-285-8885 1J-盆(休日毎烹写鎗を除く"時均分-"崎"分

語軍事事三玄翻風琴諸国昭
次のノ2から福祉向 tにとご市附いただきました. (順不同} 平成27j~3 Jl ll l'J-6/130II 受付分

.かほ〈市まつり実行委員会機 .東智子織 .市内匿名 2名

次のみなさまからプルタプ収 m 使則前み切ト 7のU自民にご協力いただ含ました 〈順不同〉

・唖盟国'学園台保育園織 ・€llim!iD芹 Uクリエイティプサービス〈総}線
畑山啓子織 畑山啓子織

冨図キクヱ機 竃図キクエ織

ほ今、多〈の司法遣のみ，返さまから プルタプキ嚇叩挑み吹干 附"前みインクカ トリッジの収易収ご協"いただきました.

I畑町 I'P¥Qilill く片山 I帥別問町田開旧制 ζ町山間同副知目
給金福織法人rnJm祖~凶 1昼金釘鐙置」軍省し τいます•4
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